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主なる神よ、あなたの御前に背きの罪を告白します。わたしは聖なる戒めに従わず、失われた羊
しゅ かみ み ま え そむ つみ こくはく せい いまし したが うしな ひつじ

のように迷い出て、思いと言葉と行いにおいて罪を犯しました。しなければならないことをせず、
まよ で おも こ と ば おこな つみ おか

してはならないことをして、自分の身に、あなたの怒りと裁きを招きました。憐れみに富んでおら
じぶ ん み いか さば まね あわ と

れる父よ、罪と過ちを悲しむわたしに憐れみを注いでください。神の独り子である救い主の名に
ちち つみ あやま かな あわ そそ かみ ひと ご すく ぬし な

よって、わたしを赦してください。聖霊の恵みによって、わたしを新しく生まれ変わらせてくださ
ゆる せいれい めぐ あたら う か

い。願わくは今から後、み栄えのために生きる者とならせてください。
ねが いま のち さか い もの

主イエス・キリストの御名によって。ア－メン。　(詩編32、イザヤ53、ローマ7)

しゅ み な
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1.	 あなたは、わたしのほかに、何者をも神としてはならない。

なにもの かみ

2.	 あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。それにひれ伏してはならない。それ
ぞう つく ふ

に仕えてはならない。
つか

3.	 あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、み名をみだりに唱
かみ しゅ な とな な とな

える者を、罰しないではおかない。
もの ばっ

4.	 安息日をおぼえて、これを聖とせよ。
あんそくにち

5.	 あなたの父と母を敬え。
ちち はは うやま

6.	 あなたは殺してはならない。
ころ

7.	 あなたは姦淫してはならない。
かんいん

8.	 あなたは盗んではならない。
ぬす

9.あなたは隣人について偽証してはならない。
りんじん ぎしょう

10.あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、またすべて隣人のものをむさぼっ
りんじん いえ りんじん つま りんじん

てはならない。　　　　　　　　　　　　　(出エジプト20、申命記5)
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いともとうとき主はくだりて、血のあたいもてたみをすくい、


きよきすまいをつくりたてて、そのいしずえとなりたえり。　アーメン


　　�:�:L:p:q::""pqu6　ニケア信条 (三位一体主日・その他適切な主日)

我らは、唯一の全能の神、天と地と、すべて見えるものと見えざるものとの創造者を信ず。
われ ゆいいつ ぜんのう かみ てん ち み み そうぞうしゃ しん

我らは、唯一の主、神の独り子、イエス・キリストを信ず。主は、あらゆる世のさきにみ父より
われ ゆいいつ しゅ かみ ひと しん しゅ よ ちち

生まれ、神よりの神、光よりの光、造られずして生まれ、み父と同一の本質にいます真の神。
う かみ かみ ひかり ひかり つく う ちち どういつ ほんしつ まこと かみ



万物は彼によりて造られた。主は、我ら人間のため、我らの救いのために天より降り、聖霊に
ばんぶつ かれ つく しゅ われ にんげん われ すく てん くだ せいれい

よって処女マリアより受肉して人となり、我らのために、ポンテオ・ピラトのもとに十字架につ
お と め じゅにく ひと われ じゅうじか

けられ、苦しみを受け、葬られ、聖書に従って三日目によみがえり、天に昇り、み父の右に座
くる う ほうむ せいしょ したが み っ か め てん のぼ ちち みぎ ざ

し、生ける者と死ねる者とを審くために、栄光をおびて再び来たりたもう。その御国は終わるこ
い もの し もの さば えいこう ふたた き み く に お

とがない。
我らは、生命の与え主にして、主なる聖霊を信ず。聖霊はみ父と御子とより出で、み父と御子と
われ せいめい あた ぬし しゅ せいれい しん せいれい ちち み こ い ちち み こ

ともに礼拝され、あがめられ、預言者を通して語りたもう。我らは、唯一の聖なる公同の使徒的
れいはい よげんしゃ とお かた われ ゆいいつ せい こうどう し と て き

教会を信ず。我らは、罪の赦しのための、唯一の洗礼を告白す。我らは、死人のよみがえりと、来
きょうかい しん われ つみ ゆる ゆいいつ せんれい こくはく われ し に ん き

たるべき世の命とを待ち望む。　アーメン。
よ いのち ま のぞ
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""""""今ささぐるそなえものを　主よ　きよめて　うけたまえ　アーメン
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 天にまします我らの父よ
てん われ ちち

 願わくは御名をあがめさせたまえ
ねが み な

 御国を来たらせたまえ　 御心の天になるごとく  地にもなさせたまえ
みくに き みこころ てん ち

 我らの日用の糧を  今日も与えたまえ
われ にちよう かて き ょ う あた

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく 我らの罪をも赦したまえ
われ つみ おか もの われ ゆる われ つみ ゆる

 我らを試みに会わせず  悪より救い出したまえ
われ こころ あ あく すく いだ

 国と力と栄えとは  限りなく汝のものなればなり　　ア－メン。
くに ちから さか かぎ なんじ
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""Î"""""s     ""　　　　　　　門脇献一長老（司会・受付　次週：古澤兵庫長老）　


本日　受付　１階：加藤良明執事　　２階：森永美保執事　／動画：森永翔馬兄弟　　録音：門脇光生兄弟
次週　　受付 １階：佐藤紀子執事 ２階：藤井牧子執事 動画：大日南信也執事　　録音：番場験也兄弟



2021年６月13日　 

説教題：　最も大事な勧め　  


参照：ハイデルベルク信仰問答問 Q. & A. 123、127

説教者：ローレンス•スパーリンク（キリスト改革派日本伝道会宣教師）

中心的主張点： 最も大切なことは神様より賜る恵みの御ことばである。だからこそこれ

　　　　　　　を受け入れ、これにとどまり、これを　愛を持って伝え続けるのである。
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（以上は神様の御ことばです。主に感謝します。）


序説： エフェソの教会について　他のどの教会よりも豊富な情報が聖書にあります。
　使徒言行録の１８章でパウロが非常に短く訪れたことと、ローマから追放されたユダヤ人のプリスキ
ラとアキラ、そしてまた、有能な伝道者、アレクサンドリア出身のユダヤ人クリスチャン　アポロの滞
在と活動が書いてあります。使徒言行録１９章はパウロのおよそ三年間の宣教活動と、エフェソで起
こった騒動を記録しています。そして本日の２０章の文書があります。さらに、エフェソの信徒への手
紙もありますし、黙示録２章１−7節では、エフェソ教会宛の栄光の主イエス様の手紙があります。そ



して、古代から残された記録によりますと、年寄りとなった使徒ヨハネがその晩年をこのエフェソで過
ごされたそうで、ヨハネの手紙もエフェソ教会の状況が行間に出ていると思われています。これら全部
を調べる時間がもちろんありませんが、私たちにとって、エフェソ教会は偉大な先輩教会であり、た
くさんの遺産と教訓を残しておられることが言うまでもないことです。中には本日の箇所も非常に大切
なわけです。使徒パウロの彼らとのお別れに当たっての説教で、最も大切な勧めがあります。

１、使徒パウロは自分の任命をエフェソで思い切って果たします。
　イ、異邦人伝道への召しはキリストの特別な御計画がありました（使徒９章を参照）。だからと言っ
て、ユダヤ人を無視しているわけではありません。いつもの戦略通り、パウロがまず先に町にあったユ
ダヤ人の会堂に行って、聖書を一緒に開きながら、ナザレのイエス様が先祖に約束された救い主である
ことを説教し、信仰を勧めます。そしてついでに、いわゆる「異邦人」に、誠の神様とキリストのこと
を宣べ伝えます。これがイエス様からの任命です。「全ての民を私の弟子にしなさい」の通りです。そ
のために、使徒パウロこそが最もよく整えられた働き人です。優れた教育の中で、聖書はもちろんです
が、多文化と他国語もよく学んでいます。そしてさらに、非常に熱心で勤勉です。
　ロ、行ってみると、主は予めエフェソのいわゆる畑の土を御言葉の種を受けるためによく準備してく
ださったことがわかります。その地方の最も大切な町で、港ですから、多くの人たちが通ります。古代
の７つの不思議の一つがこの町にあります。女神のダイアナの神殿です。つまり、宗教に対する熱い思
いを抱く人が多くいるわけです。
　ハ、なぜエフェソにこんなに長くとどまるのでしょうか。先にも話したように、世界中のいろいろ
な商売人の行き来があり、ここで起こることがすぐに他の多くのところに流れていくからです。ここで
福音を聞いて入信する滞在者は帰国する、あるいは帰省すると、救いのメッセージを広めるわけです。
今日もこのような都会伝道には大きな利点がありますね。１９章でパウロの伝道の成果が出ています
が、多くの呪い師や他宗教の者たちが悔い改めてイエス様を信じるようになります。ダイアナ神殿の活
動、ダイアナの銀の像を販売して、多くの儲けをしている人たちが警戒して騒動を起こすほどです。パ
ウロの説教の中でこれらの像が偶像礼拝であり、もともとデタラメの神話に基づいているというわけ
です。これは私が例えば、高崎市あたりのダルマ製造と販売を同じように批判すれば、これらで生活を
維持している人たちが同じようになるでしょう。実はそうですが、高崎。
　二、エフェソ教会はその後の教会史に多くの教訓を残しています。この町で多くの偶像崇拝者もいれ
ば、多くの異教や異端が次々と生じる町だからです。パウロの２０章にある警告もありますし、使徒ヨ
ハネの手紙にも厳しい注意への呼びかけもあります。そのために、すなわち、正統なキリスト教信仰を
保つために、ニケヤ信条のようなものが作成されて行ったのです。
　
２、使徒パウロのメッセージは今日の箇所で非常に分かりやすく書いてあります。
　イ、長らかに語ったはずの内容を使徒言行録の著者ルカがまとめてくれる中で救いのメッセージは
はっきりしています。２０章が語るパウロ達とエフェソ教会の長老達の会合はだいぶ長かったでしょ
う。しかしこれを語る記事が割と短いです。使徒言行録の著者ルカはパウロと他の仲間で同行している
時ですから、自分で見聞きして、書いた内容をパウロに確認できたはずです。救いの道についてパウロ
の教えがこの短い箇所で４回も出ています。
＝２０章２１節：ユダヤ人にもギリシヤ人にも悔い改めて信じることを中心にしています。これはイエ
ス様と全く同じメッセージですね。
＝２０章２４節：神様の恵みのグッドニュースについて証していると言います。
＝２０章２７−２８節：教会は主の羊の群れであり、イエス様の贖いの血によって（滅び行く運命より
命へと）買い戻された人たちである。
＝２０章３２節：神様の恵みの御ことばによって救われ、聖なるものとされていく。
パウロは自分のメッセージがこうだったことを改めて強調しています。誰にでも理解できるように分か
りやすく述べています。
　ロ、さらに、使徒パウロの姿勢と行動はそのメッセージを裏付け、また模範を提供してくれます。２
０章１８−２０節では、中傷や反抗があったにもかかわらず、謙ってその活動を続けています。彼らの



役に立つことならこれに集中していました。３１節では、敵対するものを攻撃せず、あるいは、滑らか
な舌でセールズマンのふりをするのではなく、涙を流しながら、彼らに注意を呼びかけます。３３−３
５節では、他の宗教家のようにお金作りの裏心を持たず、勤勉に働いて、自分のニーヅを自分の仕事で
満たしています。こうして、彼らの救いのためならなんでも尽力して、このような模範を示すのです。
パウロはただひたすらに彼らの救われることを願って、裏表の違いがなく、熱心に、献身的に働く、
名誉あるキリストの労働者です。
　ハ、エフェソの教会への手紙にもこれらを確認することができます。これらが使徒パウロのこころに
常にある思いと姿勢です。

３、使徒パウロの警戒への呼びかけも本会合の大事な目的でした。中心的な課題です。教会を熱心に
守るように長老たちに懇願します。その注意事項を確認しましょう。
　イ、「ユダヤ人からの陰謀」がその時代の大きな悩みでした。使徒パウロがとんでもない中傷の対象
になり、キリストを認めないユダヤ人に激しく敵視されます。考えてみれば、ダマスコへの道のりに栄
光のイエス様に出会うまでは自分自身も教会を迫害するものでした。
　ロ、福音宣教に投獄と困難が伴うが、気を落してはならないと言います。この世にいる限り、迫害が
あります。エフェソの信徒への手紙を書き出した時にパウロは実は投獄中でした。このような経験は例
外ではなく、当たり前のように起こるので、心の備えをするように呼びかけます。実は今日にもこのよ
うな現象があるのです。例えば、中国で非公認の伝道者は逮捕されることが普通であるという証をよ
く聞いたりします。イエス様もあらかじめ迫害が起こるとおっしゃいました。
　ハ、２９節では異教を勧めるものが外から誤った教えを持ち込んでしまうことに注意を呼びかけま
す。呪い師、偽りの預言者、宗教を金儲けの手段にするもの、グノシス主義の布教活動によって主の民
をキリストから引き離そうとするものがいろいろ現れます。ヨハネもその手紙で注意を呼びかけます。
また、自由主義の思想に要注意！　それは、キリストの救いは魂の救いであり、体はどうでもいい、
体の欲するままにどんな淫らなことをやっても関係ないと主張します。黙示録にあるエフェソ教会宛の
イエス様の手紙もこれを指摘しています。
　二、でも、もっと恐ろしいことがあります。それは３０節に出てきますが、異教や異端が教会の中
からも生じることです。「あのパウロは誤っていたよ。割礼を施すべき、儀式律法を守ってユダヤ教に
回心しないといけない。」あるいは、「イエス様の再臨がすでに起こったよ。死者の復活などな
い。」あるいは、「イエス様は礼拝すべき神ではない。被造物だ。聖霊も単なる神の力であって、お方
ではない。」「私に神様の啓示があった。この私に聞くべきだ。」
　ホ、今日の場合は？　つまり、今日もこのような現象はないでしょうか。あるのです！　わたした
ちも警戒しなければ、用心しなければならないのです。古代から今も生き残っている異端があります。
カルトもあります。聖書を疑問視するように教える偽りの教師もいます。例えば、旧約聖書の歴史は大
体全部が作り話であるといい、紅海に道が開かれ、イスラエルの民が無事に渡った出来事は実話では
ないと教えます。聖書に記録されている奇跡も実際の根拠のない神話である、と。あるいは、このよう
な思いを前提にして聖書釈義あるいは聖書翻訳にあたる学者が非常に多くいます。福音書が語るナザレ
のイエスは実にどんな人物だったか、福音書の著者たちは信用できないから、その裏にあった真実を
掘りださなければならない、とか。このような、中から生まれてくる過ちは場合によって伝染病のよう
にコロナウィルズよりもはるかに危険な炎症を起こし、主の民をイエス様から引き離そうとします。で
すから、神学校教授や説教する教師に対して厳しい訓練が必要です。教会役員、特に長老たちの訓練と
教育に念を入れなければなります。パウロ自身もかつてそんな誤りを抱いていたからこそ、その危険性
を常に警戒する必要がよくわかったのです。

４、これだけの悪しきものや危険があるならば、どうやって忠実に信仰の道を歩み続けるでしょうか。
その秘訣は次のとおりです：神の恵みの御ことばによって保たれ、また成長するのです。３２節のとお
りです。
　イ、クリスチャン同士の絆も大事ですが、神様にしっかりと結ばれることを目指します。この箇所は
テモテへの第二の手紙３章１４−１７節にとても似ています。「この書物は、キリスト・イエスへの信



仰を通して救いに導く知恵を、あなたに与えることができます。聖書はすべて神の霊の導きの下に書か
れ、人を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練をするうえに有益です。こうして、神に仕える人は、
どのような善い業をも行うことができるように、十分に整えられるのです。」また、ヨハネによる福音
書１７章にあるイエス様の祈りの言葉を思い出します。「真理によって、彼らを聖なる者としてくださ
い。あなたの御言葉は真理です。」（ヨハネ伝１７：１７）いつの時代にも廃れることのない、聖書
は真理であり、力があるわけです。第一の秘訣は御ことばです。つまり、聖書に熱心に親しむことで
す。
　ロ、第二に、仕える心を持ち続けることです。主の御心にかなう教会の様子がどんなものかといえ
ば、それは　主の栄光を讃えながら、お互いに愛を持って仕え合うのです。
　ハ、また、第３には、しっかりした教会役員が不可欠な役割を果たすことです。訓練と教育をちゃ
んと受けた有資格者が教会にとって大きな宝です。これは長老の話だけではありません。神学校の教授
と教師、牧師達もそうです。お互いを見守る体制があり、羊のためなら自分の命を捨てる覚悟ができ
ているでしょうか。良き羊飼はそんなものです。
　二、結局、保証がありませんので、いつでも油断していないかと自問しなければなりません。でも、
羊を食い荒らすものがないかと警戒心だけではダメです。エフェソ教会はその後　キリストにどう評価
されるか。黙示録２章２−３節にこうあります。「あなたの行いと労苦と忍耐を知っており、また、あ
なたが悪者どもに我慢できず、自ら使徒と称して実はそうでない者どもを調べ、彼らのうそを見抜いた
ことも知っている。あなたはよく忍耐して、わたしの名のために我慢し、疲れ果てることがなかっ
た。」このような賞賛の言葉があります、けれども、ざんねんながら、批判もあります。それは黙示録
の２章４−５節にあります。「しかし、あなたに言うべきことがある。あなたは初めのころの愛から離
れてしまった。だから、どこから落ちたかを思い出し、悔い改めて初めのころの行いに立ち戻れ。」
とイエス様が忠告を語ります。イエス様によると、彼らはパウロの忠告をよく覚えて、異端をちゃんと
識別して教会から除くことが上手でしたが、バランスを崩していました。イエス様の言葉を思い出しま
す。「世はあなた方がお互いを愛し合うことを見て、あなた方がわたしの弟子であることを知る。」こ
れも御ことばが教えてくれます。正しい教理をちゃんと保つと同時に、お互いを熱心に愛し合うこと。
この両方を持つ教会は幸いです。

決論：神様はその恵みの御ことばによって私たち「を造り上げ、聖なる者とされたすべての人々と共に
恵みを受け継がせることができるのです。」いつの時代にも頼りになる恵みの御ことばの教えを取り入
れ、これを用いて信仰を正して、過ちを明るみに出しながら、救いの道を語り続ける、しかも、「愛に
根ざし、愛にしっかりと立つものとされて。」結局、神様が望んでおられる教会に、神様が喜ばれるク
リスチャンになることができるでしょうか。神様の大いなる恵みによってその答えは：YESです！　主
の恵みを期待して励もうではありませんか。


